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みち子のひとりごと

20数年ぶりに

行政視察報告
住宅リフォーム助成制度①

まず、群馬県高崎市へ行きました。

高崎市では「住環境改善助成事業」として一昨年からこの事業を始め今

年で3年目です。高崎市に住民登録している方が所有し居住している住宅

をリフォームする場合、市内の業者に発注するなど条件を満たせば工事金

額の30％、最高20万円までを助成するというもので、この数字はまれに

見る高さです。市は、初年度は当初予算5000万円を組みましたが、リフォー

ムを実施する市民はもちろん工事を請け負う事業者の方にも大好評で昨年

度は1億円、今年度も1億円の予算を組んでいます。受付期間は3カ月で

すが、抽選を行わず申請者すべてに対応するため、予算の補正も行ってい

ます。初めは3年間の事業の予定でしたが、来年度以降も継続する見通し

です。

また、高崎市ではこの制度の対象とならない「店舗」などを対象とした

助成も行っています。「まちなか商店リニューアル助成事業補助金」とし

て、市内で小売業を営むなどの条件を満たせば、20

万円以上の工事の50％、10万円以上の備品購入の

50％が補助されます。上限は100万円で一回限り

というものです。住宅リフォーム助成との併用もで

き、とても優れた制度だと感じました。
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国民への身辺調査をするの？
「秘密」に携わる人物が漏えいする恐れがないかを調べる「適正評

価」として、身辺調査を行うとしています。その対象は、軍事や原子

力などに関わる民間人も対象となりえます。また、本人だけでなく家

族や父母、子ども、兄弟、配偶者の親族、同居人も対象としています。

米国が求めてきたもの？
米国は米軍と自衛隊の一体化や、日本との武器の共同開発が進むなか、

自らの軍事情報が日本から漏れることを懸念し、これを防ぐ措置（罰則

強化など）を繰り返し要求してきました。2000年秘密保護の法整備を

要求。05年両政府間で「秘密保護の追加的措置は軍事協力のために不可

欠」と合意。07年軍事情報包括保護協定を締結。これにより罰則を強化。

日本版ＮＳＣ設置法案とは？
首相と防衛相、外相、内閣官房長官の4人を中心とする「国家安全保

障会議」で、軍事・外交・安全保障などの「重要事項」を審議する軍

事司令塔をつくるものです。いわば、アメリカと一体で戦争を行う体

制に向けてホワイトハウスと首相官邸を結び、戦争の作戦決定を迅速

化する仕組みです。秘密保護法案と合わせて成立すれば、およそ国民

の生命・安全のためとはいえない「国家安全保障会議」「国家安全保

障局」が暴走する危険性は十分にあります。

戦争は秘密から始まる
そもそも秘密保護法案は全く必要ありません。そもそも「秘密保護法案」
のねらいは、アメリカ政府の要求に応えて日本国民の目・耳・口をふさい
で「海外で戦争する国」作りをすすめることにあるからです。

憲法違反の「秘密保護法案」は絶対に阻止しなければなりません。

児童女性会館の休館
について

児童女性会館が、倒壊又

は崩落の危険性が高いとの

耐震診断の結果をうけ、2

6年４月より休館します。

その後は取り壊し、子ども

や母親が使える施設として

再構築していくことになっ

ています。

（男女共生推進課）

反貧困キャラバン和歌山集会

「人間らしい生活と労働の
保障を求めて」

11月19日（火）午後6時30分～
プラザホープ４Ｆ

講師 小久保悦郎氏
和歌山県労働者福祉協議会
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